
盛岡市都市計画マスタープラン【地域別構想】の見直しの方向性に関する市民意見と

市の考え方 

 

１ 意見募集の趣旨 

盛岡市都市計画マスタープランは、平成 22（2010）年に第１回目の変更を行っていますが、

この変更から 10 年以上が経過し、本市を取り巻く社会経済情勢が大きく変化していることから、

本プランの【全体構想】の見直しを令和３（2021）年７月に実施し、引き続き、全体構想の目

標や方針を踏まえた【地域別構想】の見直しを進めています。 

今回の【地域別構想】の見直しでは、各地域の最新データによる現状把握のほか、町内会・

自治会等を対象とした書面によるヒアリングや、約 20 年後のまちづくりを担う世代である市内

の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケート、市民を対象としたウェブアンケートを行

い、各地域の見直しの方向性の概要を取りまとめ、スライド形式の動画を配信し、意見を募集

しました。 

 

２ 意見募集期間 

令和４年３月30日（水）から４月15日（金）まで 

 

３ 意見募集方法 

盛岡市公式ホームページの応募フォーム 

 

４ 受付意見数 

５件（４人） 

 

５ 反映区分 

Ａ：盛岡市都市計画マスタープラン【地域別構想】に盛り込む予定のもの 

Ｂ：盛岡市都市計画マスタープラン【全体構想】に盛り込み済みのもの 

Ｃ：他計画等に盛り込むことを検討するもの 

Ｄ：その他、要望・感想等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 意見の趣旨と市の考え方 

No. 意見の趣旨 盛岡市の考え方 
反映 

区分 

１ 

中心地

域（40

代） 

・中心地域の川沿いが

災害に遭いやすいの

で、菜園側から下の橋

を渡った先の南大通ま

での道路の全区間を二

車線にし、盛岡駅～菜

園～下の橋～明治橋を

スムーズに通行できる

ようにしてほしい。現

在は、下の橋を渡った

直後に左折（迂回）し

なければならず、災害

があって避難するとき

に車が集中すると渋滞

する。二車線の道路に

して利便性を良くし、

人の通行が増えれば、

店が増え、住む人も増

えるのではないか。 

下の橋から南大通までの道路は、都市

計画道路 下ノ橋南大通線として都市計

画決定しており、２車線の拡幅整備を計

画しております。 

都市計画道路 下ノ橋南大通線の整備

時期は、都市計画道路の整備目標を定め

ている「盛岡市都市計画道路整備プログ

ラム」の見直しにおいて、今後、検討し

てまいります。 

Ｃ 

２ 

みた

け・厨

川地域

（20

代） 

・視覚障がい者である

が、公共交通機関や生

活に必要な商業施設な

どが集まっており、と

ても住みやすい。雪が

積もると外出が困難に

なるが、インターネッ

トで買い物ができるよ

うになったので、それ

ほど困らずに過ごすこ

とができている。とて

も住みやすい街だと感

じている。 

みたけ・厨川地域は、令和３年度に実

施した町内会・自治会等ヒアリングにお

いても、住みやすいまちになっていると

の御意見をいただいております。 

今後も、住みやすいまちであると感じ

ていただけるように、引き続き、『守ろ

う緑と景観、交流・協力・活用の輪でつ

くるまちづくり』を目標としたまちづく

りを推進していく必要があるものと考え

ております。 

Ｄ 



No. 意見の趣旨 盛岡市の考え方 
反映 

区分 

３ 

（２と

同一の

方） 

・強い風が気になるの

で、木を植えるなど、

何か対策ができたらも

っといいと思ってい

る。 

強風対策は、自然現象でもあり、十分

な対応が困難でありますが、御意見のと

おり、木を植えることは、市街地の気温

の上昇の緩和など、快適で質の高い環境

づくりという点からも効果があるものと

考えております。 

なお、緑地の保全及び緑化の推進に関

する基本的な方針を定めている「第２次

盛岡市緑の基本計画」においては、公園

の緑や住宅地の生垣などの「まちの緑」

について、計画的な保全や緑化活動の新

たな担い手の育成などに取組みながら、

持続可能な緑の環境を整えていくことと

しております。 

Ｄ 

４ 

上田地

域（40

代） 

・全体的に住みやすい

地域と改めて認識し

た。文教地区、こがね

パーク高松、一里塚ま

つりなど地域資源をう

まく活用していきた

い。 

上田地域は、令和３年度に実施した町

内会・自治会等ヒアリングにおいても、

地域環境が良好であるとの御意見や、こ

がねパークたかまつの活用を期待したい

との御意見をいただいております。 

今後も、住みやすいまちであると感じ

ていただけるように、引き続き、『歴

史、緑、教育、人と街、みんなでつくろ

う住みよい上田』を目標としたまちづく

りを推進していく必要があるものと考え

ております。 

Ｄ 

 

５ 

中心地

域（40

代） 

・この計画は、県外資

本の巨大ショッピング

センターやロードサイ

ドの店を集積させてい

る盛南地区及びリトル

東京のような盛岡駅西

側エリアを盛岡市の新

たな「中心拠点」とし

て機能分担という表現

を使いつつ、既存の中

心市街地から断続的に

行われているリソース

（資源）移行を更に進

めようとしているよう

に見える。 

・本来は、中心市街地

御意見のとおり、都市機能の拡散を防

ぎ、都市をコンパクトにしていくこと

は、今後のまちづくりに必要なことと考

えており、本市の都市計画の基本方針を

定めた「盛岡市都市計画マスタープラン

〔全体構想〕」においては、今後も進む

人口減少を見据え、持続可能でコンパク

トな都市構造の形成を目指すこととして

おります。 

また、「盛岡市都市計画マスタープラ

ン」に即して、「盛岡市立地適正化計

画」を策定し、コンパクトな市街地の形

成に、公共交通のネットワークの要素を

加えた「コンパクト・プラス・ネットワ

ーク」によるまちづくりを進めておりま

す。 

Ｂ 



No. 意見の趣旨 盛岡市の考え方 
反映 

区分 

の老朽化が進んでいる

のであれば、現地での

建替えや集中した再投

資を行う事で都市のス

プロールを避けつつ、

中心市街地を再構成す

る必要があるのではな

いか。 

・人口減少が進んでい

く昨今、インフラ維持

を考えれば都市をシュ

リンク（縮小）させ、

コンパクトにしていく

ことが財政面からも必

須である。駅西地区は

ともかく、これ以上、

盛南地区へのスプロー

ル、過剰投資はやめる

べきで、機能移転など

も既存で動いてしまっ

た都市機能は致し方な

いとしても、これ以

上、拡散させないよう

に、現在の場所での建

替えに計画変更すべき

である。 

・そもそもコンパクト

の定義をしっかり定め

るべきである。盛岡市

の中心である盛岡城跡

公園から徒歩15分圏内

程度を中心として、都

市機能、人口、商業を

集積させて、盛岡の行

政、財政リソースの分

散を引き起こしている

人口増加を前提とした

頃の盛南開発・副都心

的な発想は今すぐ改め

るべきである。 

・徒歩15分圏に諸々の

都市機能を集めること

立地適正化計画は、市街化区域の中

に、人口密度の維持を図る「居住誘導区

域」と、都市機能の維持・誘導を図る

「都市機能誘導区域」を定め、必要な施

策を講じることによって、市街地の拡散

や低密度化を防ぎ、一定の人口密度に支

えられてきた医療・福祉・商業などの生

活サービスの維持や地域の活力の維持を

図るものであり、本市では、「都市機能

誘導区域」として、中心拠点を「中心市

街地」、「盛南」の２箇所、地域拠点を

「松園」、「青山」、「見前・永井」、

「渋民」の４箇所、設定しております。 

「中心市街地」においては、この計画

の誘導施策としても位置付けている「盛

岡バスセンター整備事業」や「中ノ橋通

一丁目地区第一種市街地再開発事業」な

どの実施のほか、本市及び本県の社会経

済活動の中枢を担う「内丸地区」の「再

整備」に係る検討を進めるなど、都市機

能の維持・更新に取組んでおります 

なお、「盛南」については、病院や規

模の大きな商業施設などの都市機能が集

積して一体的な拠点が形成されており、

本市の中心拠点の一つを担う重要な地域

となっていることから、「中心市街地」

とともに、都市機能の維持・集積を図る

区域として位置付けておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 



No. 意見の趣旨 盛岡市の考え方 
反映 

区分 

は、ポートランド、メ

ルボルン、パリなど世

界各地の魅力的な主要

都市で既に取り組みを

始めているテーマであ

る。現在の中心地から

徒歩で移動すれば、駅

西口くらいがせいぜい

で、盛南地区などとて

も徒歩では移動できな

いので、本点につい

て、計画を見直してほ

しい。 

 


